
国選定 重要文化的景観

「智頭の林業景観」
重要文化的景観とは

智頭町は、鳥取県の南東部、岡山県との県境に位置し、周囲が標高1000ｍ級の山々に囲まれた

山間の町です。その面積の約93％が森林となっており、豊かな森林の恵みを背景に古くから林業
が栄えてきました。この智頭町内の1810.6haが平成30年2月18日に「智頭の林業景観」として重要
文化的景観に選定されました。文化的景観とは、「地域における人々の生活または生業及び当該
地域の風土により形成された景観地で、わが国民の生活または生業の理解のために欠くことので
きないもの（文化財保護法第二条第1項目第五号）」であり、特に重要なものが重要文化的景観と
して国により選定されています。「重要文化的景観」とは、いわば「風景の国宝」ともいえる貴
重な文化財なのです。令和4年3月15日時点で、全国で71件の重要文化的景観が選定されています。

文化庁HPより

日本初の、林業を中心とす
る重要文化的景観

智頭町の文化的景観は「智頭の林

業景観」として選定されています。右
に文化庁のホームぺージに載っている
智頭の林業景観の説明部分を示しまし
たが、その特色は「林業という中心産
業を通じて、森林・山村集落・宿場
町・流通往来景観など多様性に富んだ
景観が形成され、中山間地域における
造林の典型的な林業景観」にあります。
日本には多くの林業地がありますが、
林業を中心とする文化的景観が重要文
化的景観に選定されたのは智頭が初め
てです。
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